
交通状況の変化

事業名：　京都市道高速道路1・2号線（油小路線）

（推計時点    Ｈ42年）（事業全体）

交通量
※1 [台/日]

走行時間
※２ [分]

走行時間費用
※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

─

19,300

16

95.62

16

15,900

79

446.34

78

39,800

495.64

41,700

様式－３①

106.48

整備あり(B)整備なし(A)

─ 31,300

39.44

7

─

京滋
バイパス
：18.5km

②主な周

辺道路
※4

国道1号
：29.7km

①新設・改築道路
[京都市道高速
 道路1・2号線
 （油小路線）]

　：7.4km

国道24号
：11.8km

173.59 161.13

33,000 32,600

41 40

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。

163.87

60,121.51 59,990.82

走行時間短縮便益
(A - B)

60,897.22 60,733.35

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

合計：14787.2km

③その他道路合計



（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

①新設道路　　：京都市道高速道路1・2号線（油小路線）
②主な周辺道路：京滋バイパス、国道1号、国道24号

京都高速道路1・2号線

（油小路線）

国道1号

国道24号

京滋バイパス

京都市道

高速道路

1・2号線

国道 号
京滋バイパス



様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 京都市道高速道路1・2号線（油小路線）

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成20年

１時点のみ推計 ■（Ｈ42）
複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 □

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（BPR関数と転換率式の併用による配分） ■

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 ■
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

推計の状況

配分交通量の
推計手法

開発交通量の
考慮

有の場合のみ

いずれかのみ
の推計の場合

■

■
（Ｈ１７センサス）

□

交通流の
推計時点

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

簡易手法の
採択理由

速度設定の
考え方

混雑時速度が近畿地区の現況の混雑状況を反映するようパラメータを設定した
BPR関数を採用しているため。

□



事業名： 京都市道高速道路1・2号線（油小路線）

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通の考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

便
益
の
算
定

災害等による
通行止めの

影響

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

採用した通行止め日数の考え方を記載

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

考慮する
場合のみ

考慮する
場合のみ

休日交通の
影響



事業名： 京都市道高速道路1・2号線（油小路線）

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 維持管理費の設定根拠を記載

の 　協定値により設定

算 積雪地域または寒冷地域である □

定 その他

４．その他

　　上記のほか、Ｂ／Ｃの算定にあたっての問題点があれば、記述。

事業費

維持管理費

雪寒費


